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ら
で
は
の
新
た
な
体
験
観
光
メ
ニ
ュ
ー
の

開
発
に
努
め
ま
す
。

　

雇
用
は
、
依
然
と
し
て
労
働
力
不
足
を

解
消
で
き
な
い
事
業
所
が
少
な
く
な
い
こ

と
か
ら
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
よ
る

町
内
の
求
人
情
報
の
一
元
化
、
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
と
連
携
し
た
求
職
・
求
人
情
報
の
提

供
サ
ー
ビ
ス
を
継
続
し
、
町
内
で
の
就
業

を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
町
内
の
高
校
、

各
産
業
経
済
団
体
な
ど
で
構
成
す
る
厚
岸

町
雇
用
対
策
連
絡
会
議
を
通
じ
、
町
内
の

各
企
業
、
団
体
と
新
規
採
用
な
ど
雇
用
対

策
に
関
す
る
情
報
の
共
有
に
努
め
ま
す
。

や
さ
し
さ
あ
ふ
れ
健
や
か
に

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
は
、
厚
岸
町
の

明
る
い
未
来
の
た
め
に
、
今
、
最
大
限
の

取
り
組
み
が
必
要
に
な
っ
て
お
り
、
引
き

続
き
重
点
施
策
の
一
つ
と
し
て
、
本
町
の

宝
で
あ
る
子
ど
も
を
安
心
し
て
産
み
育
て

ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　

真
竜
保
育
所
と
宮
園
保
育
所
を
統
合
す

る
仮
称
・
湖
北
地
区
保
育
所
は
、
２
０
２

０
年
７
月
の
開
所
に
向
け
た
建
設
工
事
に

着
手
し
ま
す
。
ま
た
、
厚
岸
保
育
所
の
移

転
改
築
も
、
建
設
用
地
の
買
収
と
用
地
造

成
工
事
を
行
い
、
安
全
・
安
心
な
施
設
整

備
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

国
が
10
月
の
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
に

合
わ
せ
て
実
施
を
予
定
し
て
い
る
幼
児
教

育
の
無
償
化
は
、
国
が
対
象
と
す
る
３
歳

か
ら
５
歳
ま
で
の
全
て
の
子
ど
も
と
０
歳

し
て
き
ま
し
た
。
平
成
30
年
度
は
、
北
海

道
胆
振
東
部
地
震
の
影
響
に
よ
り
入
館
者

は
前
年
度
を
下
回
る
見
込
み
で
す
が
、
グ

ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
し
た
『
オ
イ
ス
タ
ー
バ

ー
ル
』
の
効
果
な
ど
に
よ
り
、
売
上
げ
は

過
去
最
高
だ
っ
た
前
年
度
を
上
回
る
見
込

み
で
す
。

　

本
年
度
は
、
増
加
傾
向
に
あ
る
オ
ー
ト

バ
イ
の
駐
輪
ス
ペ
ー
ス
の
整
備
、
入
館
者

へ
の
観
光
案
内
の
充
実
を
図
る
た
め
の
観

光
案
内
コ
ー
ナ
ー
の
整
備
、
１
階
の
オ
イ

ス
タ
ー
カ
フ
ェ
の
改
修
に
よ
る
食
の
提
供

ブ
ー
ス
の
拡
充
を
図
り
、
地
場
食
材
を
使

用
し
た
新
た
な
メ
ニ
ュ
ー
開
発
も
進
め
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
道
外
客
の
参
加
が
半
数
以
上
で

あ
る
厚
岸
蒸
溜
所
見
学
ツ
ア
ー
や
既
存
の

体
験
観
光
の
充
実
を
図
る
ほ
か
、
厚
岸
な

　

観
光
は
、
釧
路
外
環
状
道
路
釧
路
別
保

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
供
用
開
始
や
、
釧

路
港
へ
の
ク
ル
ー
ズ
客
船
の
寄
港
、
釧
路

と
関
西
を
結
ぶ
格
安
航
空
会
社
に
よ
る
定

期
便
の
運
行
な
ど
、『
陸
』、『
海
』、『
空
』

の
交
通
手
段
の
利
便
性
向
上
に
よ
り
釧
路

地
域
に
お
け
る
観
光
客
の
増
加
が
期
待
で

き
る
環
境
が
整
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

本
町
の
観
光
入
込
客
数
は
、
隣
接
す
る

釧
路
町
、
浜
中
町
や
町
内
産
業
経
済
団
体

と
連
携
し
た
道
内
外
で
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
、
厚
岸
町
公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
『
う
み

え
も
ん
』
を
活
用
し
た
観
光
・
物
産
イ
ベ

ン
ト
で
の
積
極
的
な
情
報
発
信
な
ど
が
功

を
奏
し
、
春
の『
桜
・
牡
蠣
ま
つ
り
』、
初

夏
の『
あ
や
め
ま
つ
り
』、
秋
の『
牡
蠣
ま

つ
り
』
を
合
わ
せ
、
飛
躍
的
に
増
加
し
た

近
年
の
入
込
客
数
を
維
持
し
て
お
り
、
町

内
経
済
に
少
な
か
ら
ず
寄
与
し
て
い
る
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
、
一
層
の
誘
客
を
図
る
た
め
、

関
係
機
関
と
の
連
携
を
強
化
し
、
道
内
外

で
の
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
や
さ
ま
ざ
ま

な
情
報
媒
体
の
活
用
に
よ
り
、
本
町
の
魅

力
で
あ
る
食
と
自
然
景
観
な
ど
の
旬
な
話

題
を
発
信
し
、
基
幹
産
業
で
あ
る
漁
業
や

農
業
と
も
連
携
し
た
観
光
産
業
の
振
興
を

進
め
る
ほ
か
、『
厚
岸
ウ
イ
ス
キ
ー
』を
活

用
し
た
町
の
魅
力
発
信
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
に
よ
る

厚
岸
観
光
の
新
展
開
と
桜
の
町
並
み
を
再

生
さ
せ
る
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　

厚
岸
道
立
自
然
公
園
の
国
定
公
園
化
は
、

昨
年
５
月
に
町
内
に
お
け
る
関
係
団
体
と

の
合
意
が
整
い
、
12
月
に
釧
路
町
、
厚
岸

町
、
浜
中
町
の
関
係
機
関
で
組
織
す
る
厚

岸
道
立
自
然
公
園
国
定
公
園
化
促
進
期
成

会
の
構
成
員
24
人
に
よ
り
、
北
海
道
知
事

な
ら
び
に
環
境
省
北
海
道
地
方
自
然
環
境

事
務
所
長
に
対
し
国
定
公
園
早
期
指
定
に

つ
い
て
、
24
年
ぶ
り
と
な
る
要
請
活
動
を

行
い
ま
し
た
。
国
定
公
園
申
請
者
と
な
る

北
海
道
知
事
か
ら
、
速
や
か
に
国
へ
の
指

定
申
し
出
を
行
う
と
の
回
答
を
い
た
だ
き
、

大
き
く
前
進
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
引
き

続
き
関
係
機
関
と
連
携
し
取
り
組
み
ま
す
。

　

厚
岸
味
覚
タ
ー
ミ
ナ
ル
・
コ
ン
キ
リ
エ

は
、
総
合
観
光
雑
誌『
北
海
道
じ
ゃ
ら
ん
』

の
道
の
駅
ラ
ン
キ
ン
グ
・
食
事
メ
ニ
ュ
ー

部
門
で
、
全
道
１
１
９
駅
あ
る
中
、
８
年

連
続
１
位
を
獲
得
す
る
な
ど
、
本
町
の
観

光
中
核
拠
点
施
設
と
し
て
の
役
割
を
果
た


